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診療報酬適用のご案内 

 
謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、このたび厚生労働省より、保医発第 1031002 号により、診療報酬収載の通知がござ

いましたのでご案内申し上げます。 
今後とも宜しくお願い申し上げます。 
                                   敬 具 

2008 年 11 月 
 
◇新規保険収載項目（平成 20 年 11 月 1 日より適用） 

項目名 保険点数 区 分 備考 

サイトケラチン（ＣＫ）１９ｍＲＮＡ 

            〈OSNA 法〉 
２０００点

「D006」出血・凝固検査の７. 

（血液学的検査）  
未実施 

ＵＤＰグルクロン酸転移酵素遺伝子多型

            〈インベーダー法〉 
２０００点

「D006」出血・凝固検査の７. 

（血液学的検査）  
実施検討中 

 
◇検査方法の追加（平成 20 年 11 月 1 日より適用） 

項目名 保険点数 区 分 備考 

１，２５ジヒドロキシビタミンＤ３

（１， ２５（ＯＨ）２Ｄ３） 

《ＥＬＩＳＡ法》 

４００点 
「D007」血液化学検査の 37． 

（生化学的検査Ⅰ） 

ＲＩＡ法にて 

実施済み 

 
 

詳細につきましては裏面をご参照下さい。 

お問い合わせは最寄りの営業所 または、
本社・研究所にお願いいたします。  本社・研究所：東京都町田市鶴間５４１番地２

                  ＴＥＬ ０４２（７９５）６０００



新規保険収載項目 

◇
 

サイトケラチン （CK） １９ｍRNA  

・ サイトケラチン（CK）１９ｍRNA は、区分番号「D００６－７」WT１ｍRNA 定量に準じて算定する。 

・ サイトケラチン（CK）１９ｍRNA は、術前の画像診断又は視触診等による診断でリンパ節転移 

   陽性が明らかでない乳癌患者に対して、摘出された乳癌所属リンパ節中のサイトケラチン（CK） 

  １９ｍRNA の検出によるリンパ節転移診断の補助を目的として、OSNA(One-Step Nucleic Asid 

  Aｍｐｌi-fication)法により測定を行った場合に、一連につき１回限り算定する。 

 
◇ UDP グルクロン酸転移酵素遺伝子多型 

・ UDP グルクロン酸転移酵素遺伝子多型は、区分番号「D006-7」WT１ｍRNA 定量に準じて算定 

する。 

・ UDP グルクロン酸転移酵素遺伝子多型は、塩酸イリノテカンの投与対象となる患者に対して、 

その投与量等を判断することを目的として、インベーダー法により測定を行った場合、当該抗 

悪性腫瘍剤の投与方針の決定までの間に１回を限度として算定する。 

 

測定方法の追加 

◇１，２５ジヒドロキシビタミンD3 〔ELISA法〕 

 「３７」の１，２５ジヒドロキシビタミンD３（１，２５（OH）２D3）は、ラジオレセプターアッセイ法、RＩＡ法 

  又はＥＬＩＳＡ法により、慢性腎不全、特発性副甲状腺機能低下症、偽性副甲状腺機能低下症、 

ビタミンＤ依存症Ⅰ型若しくは低リン血症性ビタミンＤ抵抗性くる病の診断時又はそれらの疾患に 

対する活性型ビタミンＤ３剤による治療中に測定した場合にのみ算定できる。 

なお、活性型ビタミンＤ３剤による治療開始後１月以内においては２回を限度とし、その後は３月 

に１回を限度として算定する。 


